
ん
で
欲
し
い
等
の

後
輩
へ
の
励
ま
し

や
助
言
が
あ
り
ま

し
た
。

最
後
の
全
体
討

論
で
は
、
会
場
の

参
加
留
学
生
や
学

校
関
係
者
か
ら
の

熱
心
な
質
問
が
あ

り
、
講
師
及
び
体

験
報
告
の
学
生
か

ら
、
適
切
な
回
答

及
び
ア
ド
バ
イ
ス

が
行
な
わ
れ
る
な

ど
、
盛
会
の
う
ち

に
閉
会
し
ま
し
た
。

東
海
支
部
で
は
、
こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
日
本
で
就
職
を
希
望
す
る
留

学
生
に
と
っ
て
、
就
職
活
動
に
関
す
る
有
意
義
な
基
本
的
知
識
の
習
得

や
情
報
の
収
集
の
場
と
な
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
今
後
も
あ
い
ち

学
生
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
連
携
協
力
し
、
充
実
し
た
事
業
の
実
施

に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

�ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
参

加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

本
機
構
近
畿
支
部
大
阪
事
務
所
で
は
一
月
二
三
日
（
金
）
に
近
畿
地

区
の
外
国
人
留
学
生
、
日
本
人
学
生
を
対
象
に
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

大
阪
北
部
に
位
置
す
る
「
彩
都
（
さ
い
と
）」
地
域
は
、
最
先
端
の
バ

イ
オ
・
医
療
関
係
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
研
究
機
関
が
一
箇
所
に
集
中

し
て
い
る
日
本
の
中
で
も
珍
し
い
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、
近
畿
地
区
の
大
学
生
に
彩
都
で
活
躍
す
る
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
ラ
ボ
を
訪
問
し
、
若
手
研
修
者
の
研
究
風
景
を
見
学
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
企
業
の
代
表
者
に
独
創
的
な
モ
ノ
づ
く
り
の
魅
力
、
異
分

野
連
携
の
お
も
し
ろ
さ
、
新
技
術
を
創
造
す
る
た
め
の
発
想
の
転
換
に

つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
す
る
学
生
の
み
な
さ
ん
に
新
た
な

視
点
や
き
っ
か
け
を
見
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

詳
細
、
参
加
希
望
は
下
記
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ja
sso
.g
o
.jp
/
s_o
sa
k
a
/
in
d
ex
.h
tm
l

�留
学
生
交
流
事
業
及
び
帰
国
外
国
人
留
学
生
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
募
集
の
お
知
ら
せ

本
機
構
留
学
生
事
業
部
交
流
事
業
課
で
は
、
下
記
の
三
事
業
に
つ
い

て
平
成
二
一
年
度
の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
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機 構 だ よ り

張氏講演（面接シミュレーション）

機 構 だ よ り

�「
平
成
二
〇
年
度

外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
就

職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し
ま
し
た

本
機
構
東
海
支
部
で
は
、
「
留
学
生
支
援
事
業
」
と
し
て
、

標
記
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
、
平
成
二

〇
年
一
一
月

八
日
（

土
）
に
名

古
屋
大
学

Ｉ
Ｂ

電

子
情
報

館
大
講
義

室
（

名
古

屋
市

千
種
区
）
に
て
開
催
し
、
一
一
一

名

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
あ
い
ち
学
生
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
連
携

協
力
し
、
卒
業
・
修
了
後
も
日
本
に
留
ま
り
、
企
業
等
に
就
職
を
希
望

す
る
外
国
人
留
学
生
の
就
職
・
採
用
に
関
す
る
様
々
な
情
報
交
換
を
行

な
う
こ
と
に
よ
り
、
留
学
生
の
就
職
の
充
実
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

は
じ
め
に
、

主
催
者
で
あ
る
本
機
構
東
海
支
部
中

村
直

規
支
部

長

及
び
あ
い
ち
学
生
支
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

杉
山

寛
行

運
営

委
員
会

委

員
長
（
名
古
屋
大
学
理
事
・
副
総
長
）
か
ら
、
現
下
の
景
気
後
退
下
で

の
採

用
動

向
へ
の

懸
念
、
「
留
学
生
三

〇
万
人

計
画
」
に
お
け
る
就
職

支
援
の
強
化
方
策
等
に
触
れ
な
が
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
行
政
、
大
学
、
企
業
か
ら
の
講
演
、
就
職
活
動
を

終
え
た
留
学
生
の
体
験
報
告
及
び
全
体
討
論
の
三
部
構
成
に
よ
り
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

最
初
に
行
政
の
立
場
か
ら
、
名
古
屋
外
国
人
雇
用
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
、
外
国
人
労
働
者
専
門
官
と
し
て
直
接
外
国
人
の
就
職
の
サ
ポ
ー
ト

を
さ
れ
て
い
る
後
藤
文
吾
氏
か
ら
「
外
国
人
留
学
生
の
就
職
活
動
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、
具
体
的
な
就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
心
構
え
、
方
法
（
自
己
分
析
・
企
業
研
究
・
マ
ナ
ー
）
等
の
説
明

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
大
学
の
立
場
か
ら
、
直
接
留
学
生
に
対
し
て
、
指
導
・
助
言

を
行
な
わ
れ
て
い
る

名
古

屋
工
業
大
学

准
教

授
の

山
本
い

ず
み

氏
か

ら
「
仕
事
探
し
は
自
分
探
し
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、
仕
事
の
探
し

方
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
等
に
つ
い
て
実
習
も
行
わ
れ
ま
し

た
。さ
ら
に
、
企
業
の
立
場
か
ら
、
豊
和
繊
維
工
業
㈱
に
お
い
て
人
事
採

用
・
教
育
担
当
を
経
験
し
、
留
学
生
採
用
経
験
豊
富
な
元
留
学
生
で
も

あ
る
張
敬
清
氏
か
ら
「
就
職
活
動
の
早
期
準
備
・
早
期
対
策
」
と
題
し

て
講
演
が
あ
り
、
加
え
て
、
後
藤
外
国
人
労
働
者
専
門
官
、
愛
知
労
働

局
の
坪
井
地
方
職
業
指
導
官
及
び
留
学
生
二
名
の
協
力
を
得
て
、
面
接

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
舞
台
上
で
実
際
の
面
接
を
模
し
て
行

な
わ
れ
、
張
氏
か
ら
面
接
の
受
け
答
え
等
に
つ
い
て
、
解
説
と
指
導
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
採
用
さ
れ
る
側
の
留
学
生
の
立
場
と
し
て
、
今
年
度
就
職
活

動
を
終
え
、
日
本
企
業
か
ら
内
定
を
得
て
い
る
二
人
の
留
学
生
か
ら
、

自
ら
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
説
明
と
と
も
に
、
留
学
生
の

強
み
と
弱
み
を
知
り
、
自
信
を
持
っ
て
粘
り
強
く
就
職
活
動
に
取
り
組
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○
日
本
の
大
学
と
海
外
の
大
学
と
の
学
生
交
流
を
支
援
す
る
「
国
際
大

学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」

海
外
の
大
学
の
学
生
と
教
員
を
日
本
に
招
き
、
日
本
人
大
学
生
と
共

に
専
門
的
な
分
野
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
て
も
ら
い
、
交
流
親
善
を

図
る
た
め
、
日
本
の
大
学
と
の
共
催
で
約
二
週
間
に
わ
た
る
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
「
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」
募
集
要
項

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ja
sso
.g
o
.jp
/
ex
ch
a
n
g
e/
sem
i.h
tm
l

※
平
成
二
〇
年
度
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

http://w
w
w
.jasso.go.jp/exchange/daigakukouryu_r_h20.htm

l

○
元
留
学
生
が
日
本
の
大
学
で
短

期
研
究
を
行
う
「
短
期
研
究
制

度
」

日
本
で
の
留
学
を
終
え
、
現
在
、

自
国
に
お
い
て
教
育
、
学
術
研
究

又
は
行
政
の
分
野
で
活
躍
し
て
い

る
元
留
学
生
に
対
し
、
日
本
の
大

学
に
お
い
て
、
当
該
大
学
の
研
究

者
と
共
に
短
期
研
究
を
行
う
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

※「
帰
国
外
国
人
留
学
生
短
期
研
究
制
度
」
募
集
要
項

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ja
sso
.g
o
.jp
/
ex
ch
a
n
g
e/
sg
tj_rf.h

tm
l

※
採
用
者
の
レ
ポ
ー
ト
（
平
成
二
〇
年
度
）

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ja
sso
.g
o
.jp
/
ex
ch
a
n
g
e/
ta
n
k
en
_r_h

2
0.h
tm
l

○
元
留
学
生
の
も
と
へ
教
員
を

派
遣
す
る
「
研
究
指
導
事
業
」

日
本
で
の
留
学
を
終
え
、
現

在
、
自
国
の
大
学
等
高
等
教
育

機
関
及
び
学
術
研
究
機
関
で
教

育
、
研
究
活
動
に
従
事
し
て
い

る
元
留
学
生
に
対
し
、
日
本
留

学
時
の
指
導
教
員
を
現
地
に
派

遣
し
、
研
究
指
導
等
を
実
施
す

る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

※
「
帰
国
外
国
人
留
学
生
研

究
指
導
事
業
」
募
集
要
項

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ja
sso
.g
o
.jp
/
ex
ch
a
n
g
e/
sg
tj_rg

.h
tm
l

※
採
用
者
の
レ
ポ
ー
ト
（
平
成
二
〇
年
度
）

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ja
sso
.g
o
.jp
/
ex
ch
a
n
g
e/
sh
id
o
u
_r_h

20.h
tm
l
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機 構 だ よ り

国際大学交流セミナー（開講式）

研究指導事業（セミナー風景）
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